
　　　　　　　　　　　　第6回宇宙開発委員会　（臨時会議）

　　　　　　　　　　　　　　議　事　次　第

　　　1．日　時　　　　　　昭和62年5月26日（火）

　　　　　　　　　　　　　午後2時～3時

●2か所　　縮開発類民会謎

　　　3．議題

　　　　　　　長期政策懇談会報告について

　　4．資料

　　　委6－1第5回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨（案）
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　　　　　　　　　第5回宇宙開発委員会　（定例会議）

　　　　　　　　　　　　議事要旨（案）

1．日　時　　　　　昭和62年4月22日（水）

　　　　　　　　　　午後2時～2時30分．

2．場　所　　　　　　宇宙開発委員会会議室

3．議題

　　　　（1）H－1ロケット（3段式徽機の打上げに係る安全の確保

　　　　　に関する審議について

　　　　（2）第11号科学衛星、（ASTRO－C）及び海洋観測衛星、（M

　　　　　OS－1）の打上げ結果の評価に関すう職につ1’て

　　　　（3）宇宙開発計画の見直しのための調査について

4．資料

委5－1　第4回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨（案）

委5ナ助迯ﾗ網駒打上げに聯全曜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委6r齢1

委5－3　第11号科学衛星（ASTRO－C）及び海洋観測衛星1号

　　　　　（MOS－1）の打上げ結果に関する審議について（案）

委5－4　宇宙開発計画の見直しのための調査について（案）

5．出席者

宇宙開発委員会委員長代理　　　　　　　　　　　　斎　藤　成　文

　　　　〃　 委員　　　　　　　　 久良知章悟
　　　　〃　　〃　　　　　　　　曽山克巳

　関係省庁職員等『

　科学技術庁研究開発局長　　　　　　　　　　　　長　柄　喜一郎

　　　　〃　　長官官房審議官　　　　　　　　　　　川　崎　雅　弘

　文部省学術国際局審議官　　　　　　　　　　　重　藤　学　二

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理：當麻）

　運輸省気筆庁総務部長　　　　　　　　　　　　　山　田　幸　作

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理：北村）

　郵政省通信政策局次長　　　　　　　　　　　　　　桑　野　扶美雄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理：野津）

　宇宙開発事業団計画管理部　　．’　　　　　ノ　　国　井　清　人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他
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事務局
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が　　
　　科学技術庁研究開発局宇宙企画課長　　　　　　　石　井　敏　弘

　　　　〃　　　　〃　　宇宙国際課長　　　　　　　中　村　方　士

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他

6．議事
　（1）　前回議事要旨の確認について

　　　第4回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨（資料委5－1）が

　　確認された。

　（2）　H－1回ケット（3段式）試験機の打上げに係る安全の確：保に関

　　する審議について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　』事務局よ1）、資料委5－2に基づき説明が行われだ後、第三部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ　な　　　会への審議付託が原案どおり決定された。　　　4っ

　（3）　第11号科学衛星（ASTRO一一C）及び海洋観測衛星1号（MQ．

　　　S－1）の打上げ結果の評価に関する審議について1

　　　事：務局より、資料委5－3に基づき説明が行われた後、第四部

　　　会への審議付託が原案どおり決定された。

　（4）宇宙開発計画の見直しのための調i査について

　　　事務局より、資料委5－4に基づき説明が行われた後、原案ど

　　　おり決定された。
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委．6r・2

宇宙開：発の新時代を・目指して，

　　（畏期政策懇談会報告）

●

　　n召Pi胴コ62撮1三5月261ヨ

宇宙開発婁偶会長」り］政策懇淡会
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はじめに
■

　　　本憩談会は、宇宙開発をめぐる国内外の諸情勢の急速な進展・変化に

　　対応して、21世紀を麗し即1欄点に立った我綱萌三割胱のあ

　　り方について轍するため、宇宙開発三会のもとに昭榔。‘口田

’　　に設：置された。　　　　　、

　　　四三会では、平和目的を前抄丑とする宇制醗に巴）いて・三余にわ

　　たって、誘椥網蜘こついては｛・1気業グループを設け砿どして三寸を行っ

●てきたが、ここにその結果を報告する．

●
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第1章　宇宙開発の意義と我が国の宇宙開発の目標

1．噛宇宙開発の意義

①宇宙の科学的探求　　　　　　．　　　　　　　㌦

　宇雷は人類の夢とロマンの対象である。また宇宙は真理探求の対象

として無限の広がりを有し、その科学的探求は、宇宙及び生命の起源

を解明し・人類文fヒの新しい時代を先導するものである。また宇宙か

　らの地球の科学観測は、地球照変動の把握、解明に役立ち、地球と人・

類の生存の基本問題に寄与する。

②人類の活動領域の拡大

　人類は活動領域の拡張に伴いその社会の発展を遂げてきた。今や宇

宙は陸・海・空に次ぐ人類の新しい開拓地であり・2！世組には人類

の活動領域は地球周辺の宇宙から月、惑屋べとさらなる広がりをみせ

　るであろう。

③経済社会発展への貢献

　　宇宙の開発利用を進めることは、科学技術発展の牽引力であるとと

　もに新しい先端技術産業を生み出すものとして経済社会発展の大きな

原動吻とな筍。

　通信・地球観測など宇宙空閻の位置を利用した活動は・商度情報社

会の形成・自然現蒙の予知等により酔興の屑儒性の向上と高度利用に

大きく貢献する。また無重力、高真空等の宇宙環境を利用した活動は、

地上では得られない新物質や新たな知見の獲得に貢献し、将来の技術

産業に飛躍的な発展をもたらす。さらに宇宙に存在する未開の資源、

エネルギーは、人類がこれを利用し役立て得る可能性を秘めている。

為
」
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④国際協調への貢献

　．宇宙は人類共有の開拓地であり、その開発利用には多くの困難が伴

　うことから、入事の英知と力を結集して取り組むべきものである。か
　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　　　　　　　　の

かる宇宙の開発利用の推進は、国際協力の必要性を本来的に要請する，

　とともに、その推進自体、協調ある国際社会の建没に貢献する。

　　　　　　レ
2．宇宙開発の現状

　　●①騨鋤向
　　　　宇宙開発は、世界的には今や月から惑星探査へとその範囲を拡大し、

　　　その活動は限られた先進国から開発途上国を含む多くの国へ広がりさ

　　　　らに国際協力も活発化している。またその利用も国際通信、気象観測

　　　等の衛星利用システムの整備・迎用とともに衛星による国内通信の普鴨

　　　及など広く社会生活に組み込まれるまでになり、さらに宇宙環境利用

　　　活動への期待も高まっている。このような宇宙開発利用の本格化に伴

・　　　い米欧を中心に宇宙浩動の商業化も進められτいる。またスベースシャ

　　　　トルの迎行により宇宙へのアクセス手段が飛躍的に発展し、宇宙活動

　　　の拠点となる宇宙ステーション計画が国際協力により進められっっあ

　　　　るなど、これからの宇宙活動は人間が宇宙空間に滞在し各種活動を行
　　●
　　　　うことを軸としてさらに発展する方向にある。

　　　　②我が国の宇宙開発の現状　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　我が国の宇宙開発は、科学分野においては自主技術により発展し着

．　　　実にその成果を挙げ、国際的にも高い評価を受けるに至っている。実

　　　用分野にお咋も通信、放送、気象、地球鰍」等各種の催の開発利

　　　　　　　　　い　　ヒ　　　　用が順次進瞭られてきた。さらにスペースシャトノセによる宇宙実験計

　　　　画を進めるとともに、宇宙ステーション計画に参加して我が国の実験

　　　　　　　　　　　　　　　　。昏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一2・一
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　　　モジムー「ル（JEM）を開発ずることとしている。また自主技術による　　、

　　　M系ロケットと導入技術によるN系ロケットの開発に成功を収めてき

　　　たとともに、自主技術による液酸・液水エンジンを搭載したH－1ロ

　　　ケヅトの打上げにも成功している。さらにこれらの開発成果を踏まえ、

　　　1990年代における衛星需要に対応し2ト．ン級の静止衛星、を打ち上

　　　げる能力を有するIl一・IIロケット及び大型静止衛屋技術の確立を目指

　　　した技術試験衛星W型（ETS－VDの開発を進めており、衛星及びロ

　　　ケットの分野において国際的水準の自主技術基盤を確立する目途が得

●　　’られっっある。もとより我が国の宇宙開発は実用分野においてはその

　　　初期の段階より外国に依存して進められてきており、相当の自主技術

　　　が身についてきたとはいえ、今日でも彼我の差にはかなりのものがあ．

　　　り、多様な宇宙開発を自在に展開する観点からも未だ不十分と雷わざ

　　　るを得ない段階にある。　　　　　　　　　’

　　3．我が国の宇宙開発の目標

　　　広大なる宇宙の開発利用は我が国がチャレンジすべき新たな金壷領域

　　である。その開発利用は科学技術の新たな飛躍と発展、限られた国土の

　　高摩有効利坦などを渾じて快適で豊かな社会を実現するとともに我が国

⑪の翻騰調整の雌に寄与するなど、我が国社会繍の搬の発展1こ

　　大きく貢献する。また人類の知識の増進と人類1ご無限の可能性をもたら

　　す宇宙活動の世界的発展に貢献することは、人類文化と国際社会の発展

　　に対する我が国の使命でもある。このような宇宙開発を積極的に進める

　　ことは、厳しい国際環境の中で21世紀において我が国が生きのび、発

　　回していく上で不可欠であり、国際国家としての責務を果たす上で必須

　　の課題である。

　　　　　　　　　　　　　　’・疇
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　　鍵諸外幽霜醗姻の威｛言・三三の成否等にかかわる重三

問題として壽識し、近轍極的な政策を離している・特に米国1ま殿

　分野において「宇窟フロンティアにおけるリーダーシップ」の確保を目指

　し、また欧州は米国に依存しない独自の地歩を確保すべく米国との協調

　と競争を強く意識して宇宙ロ醗を｛回している・

　　このような中にあって我綱の宇τ醐発は、平和目的に徹し・自三三的

　蛸獅鋤舶在に展開し1尋為技概辮早急に麟し・難国の唄
●としての国鮒也位にふさわしし・活動を積醐こ峰開していくことが必

　　要である。．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　　かかる観点に立ち、我が国は、今世紀内の努力により・21世紀初頭

において世界の縮i醗1こおける1骸的一翼となることを目標とすべき

である。

一4一
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第2章　我が国の宇宙活動の展開

1．我が国の宇宙開発展開の基本方向

　我が国の二恩開発1ホ、国際的なレベルの晶晶技術を閉聚・保有し・

自在な宇宙活動を展開し得る能力を具倣することを基本として・’今後

次のような方向を重点にこれを進める』その際、国際協力を主導的か

つ積極的に推進していくこととする。　　　　　　　　　　　　・’

　①今後1990年代前半までは、宇衛科学の進展を図るとともに、

　　ETS－VI及びH－IIロケットの三三を逃め・我が国として保有す

　べき大型衛屍及び大型ロケットに係る基盤的自主技術を確立し・そ

　の定着化を図る。また宇宙ステーション等宇宙活動の基盤となる宇

　宙インフラストラクチャーの開発を嗣豪し、JI3M等：の開発を行う。

　②lggq年代後半から21世紀初頭1こがけては・宇宙ステーショ

　　ンの運用及びこれを中心とした宇宙インフラろトラクチャー・の開発

　運用を進め有人二二二言を展開するとともに、宇宙産業の自立を進

　　める。また、月／惑犀探査を開始する9

　　2．21世紀塑頭に至る宇宙莚螢旦
●
　　　（1）宇笹盤研究の二進

　今世紀内は、年1ないし2回の中焼棟ミッションを二二するととも

に国際協力をも含む大型ミッションを煙寡これに加え各分野の継続的

な発展を図る。その際、国際間の協力を主導的役割をもって巡めるこ

とを目指す。　　　　　　　　　　　　・

　太陽系の探査については、地球周辺のプラズマ挙励の精密観測を行

うとともに月の組成や内部構造の探査及び金星の大気、プラズマの探

　　　　　　　　　　　’ち

一5一
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査を行い、1太陽系の起源解明等を図る。また天文観測については、X

翻測の高撒化を図るとともに国際励を含め三線・紫燃酬・

衛星及び地上の電波塾遠鏡による軍波源の観測を行い、宇宙の進化、

構造の解明を図る。

　地球科学の分野については、衛星、極軌道プラヅトフォーム等によ，、

り地球圏に生起する現象の多面的かっ精密な観測を継続的に行い、ご

，れらの諸現象及び地球圏変動のメカニズムの解明を進める。　　　　’o

　材料科学分野については、宇宙実験機会を確保しさらに宇宙ステー

●ションを回して微小動下での甚本的な棚撒の研究樋め・ま

　た宇宙生命科学の分野については、惑厘、衛星等の大気の観測等によ

　　り生命凍物質の探査を行うとともに宇宙ステーション等において微小

　亟三下での生物の生：理、挙動等の研究を行う。　　　　　　　　　　’

　　また宇宙科学研究における対象の拡大と観測の精密化に必須となり、

　広く宇宙技術発展のさきがけとなる宇宙工学の積極的な推進を図ると

　　ともに、観測データの広汎な活用を進めるため必要な体制の整備を図

　　る。　　　　∵

　　　なお、群峰科学研究のミッションは、研究の進展に適時適切に対応

　　しっっこれを進めていくことが重要である。

●
　　（2）宇宙開発の実用化への展開　　　　　　　　　　　　　　　’

　　（1）通信・放送

　　　　ETS－W等の技術試験衛星をはじめ各種衛星の開発を進め衛星

　　　の大型化・商性能化・多機能化、新規通信・放送サービス技術等の

　　’開発、信頼性向上、低廉化等を図る。これらを通じ衛屋通信・衛星

　　　放送の普及、高度化を進めるとともに、固定通信衛星の開発につい

　　　　　　　　　　　　　　o　の’
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■ては1990年代半ば1』は広く産業として自立することを目指し、

放送衛星の開発については1990年代半ば以降に産業として自立

泌ことを目指し燐める．またそれ零での研究開発成果を踏まえ

鋤魚信鯉を開発し、1990左門前半には先進国の唄とし

て国際的な移動体通信システムの構築に貢献する。一方、静止．ブラッ

　トフォーム、アンテナの大型化、高出力下等の先行的技術開発を進

め、また地上設備の超小型化を図る。　　　　　　　　　　。

　　21世紀初頭には静止プラットフォーム等により大容量で経済的

な通信サービス、自動車通信、携帯電話等のパーソナル衛星通信・

多様かっ経済的な高品質放送サービス等の高度情報社会に対応した

　通信・放送サービスの実現を目指す。

（ii）1也」求高富唖

　　海洋観測衛昆1毎、地球資源三星1号の開発成果を踏まえ、分解

　能の向上、観測波長の増加等観測の高度化及びデータ処理技術の向

　上を進めるとともに、観測の継続性奪確保する。さらに・より糟密

　な観測に資するために、1990年代半ばに打上げが計画されてい

る米欧を中心とする極軌道プラットフォーム言栖に積極的に参加す

　るとともに、より高性能の衛星や独自の極軌道プラットフォームを

　開発する。

　　さらに21世紀初頭には、これらの利用によって、科学的・社会

　的、経済的ニーズに対応したより広汎かっ精密な観測を実現し・国

　際協力による経常的で全地球的な観測を主導的に行う・

　レ気象衛星は、観測の継続を図るとともに大気構造の観測等のより

　定蟹的な観測を行うべく開発を巡め、世界的な気象観測網の拡充に

　　　　　　　　　　6∂
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、’ v献1する。

　　これらの観測対屋等の開発利用に当た？ては・科学分野における

．ミ妙ヨンと一体的脇諒する面もあり・相互の連絡・㈱のも

‘とに進めることが塾ましい。　　　　　　　　　　　‘

　　　　（iii）宇宙環境利用

　　　　　　宇宙環境利用を実用化するまでには、科学分野の連携と同時に多

　　　　　様なアイ廃アに基づく多くの基礎的な研究と知見の積み蚕ねが必要

　　●　　である。．ヒのため1990年代前半までは宇宙実験の機会をできる

　　　　　限り腐するため第一次材料実験論藺ΦMPT）の賄・国論・1・

　　　　　並力実験室（IML）計画等への参加及び宇宙実験・観測フリーフラ

　　　　　イヤ（SFU●）の開発利用を巡める。また宇宙での研究を効果的・効

　　　　　率的に巡めるため地上実験、小型ロケット実験等の面心研究を十分

置　　　　に行う。さらに1990年代中頃から運用される宇宙ステーション

　　　　　を中心として、多様な研究を広汎かつ綿統的に実施する・

　　　　　　このため産・官・学の連携を密にし、研究の成果を総合したデー

　　　　　タベースの整備を進め広く利用に供することにより虚血環境利用の

　　　　　抵大を図り、21世紀初頭には有人プうットフォーム等により宇宙

　　●環境利用の実用化を進める。　　　‘

　　　　とiv）宇宙あ資源、エネルギーの探求

　　　　　　宇宙の資源は人類共有の財産となるべきものであり・我が国とし

　　　　　ても将来その開拓に参画’する可能性を考慮して宇宙資源利用の可能

　　　　　牲を追及することが必要である。この一環として宇宙インフラスト

　　　　　　ラクチャ≒の鮒を踏ま朋・醒への髄活動を進める・また宇
　　　　　　　　　　　　　　　　・r　　　　　　　　　　　　　　　　．；二｝，
　　　　　　　　　　　　　　　　　夘　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－8一　　．
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宙活動を大規模に展開するため、太陽鮎発電等の効率的な太陽エネ

ルギー利用に関する研究開発を進めるとともに宇窟発電所などのさ

らに大規模な太陽エネルギー三門について基礎的な研究を進める。

（3）宇宙インララストラクチャーの開発と有人宇宙活動の展開

　（i）宇宙インフラストラクチャーの開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　宇宙活動の飛躍的発展を進めるためには、宇宙空間において人が滞

　在し各種の活動を行う拠点となる恒久的な施設と、その文援を受けて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　より高度な活動を行う各種施設及びこれらに容易にアクセス可能な輸

　送手段が必要となる。これらは将来の高度かつ多様な宇宙活動を実施

　するための碁盤であり広汎な利用に供されるものであって、その開発

　整備は公共事業的性格を有し、宇宙インフラストラクチャーともいう

　べきものである。

　　宇宙インフラストラクチャーは碁本的には次のようなものから構成

　される。

　　・恒久的有人宇宙ステーション、各種プラットフォーム及び軌道‡

　　作業機、軌道1湖輸送機

　　・宇宙往還機二人及び物資の輸送三段

　　・衛昆間通信等の情報通信システム、宇宙への発着場、利川支援シ

　　ステム等の各種支援システム

　　このような宇宙インフラストラクチャーを我が国としても将来の宇

　宙活動を巡める基盤として整備する必要があり、その開発に当たって

　は、国が巾心となり、国際的連携も保ちっっ進めるとともに、宇宙活

　動の進展に対’応した先行的研究の推進及び効率的な開発に配慮して進

　める必要がある。
　　　　　　　　　　　電肇
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　　（li）有人宇宙清動の展開

　　　宇宙空間における活動は、宇宙の特殊性を考えると無人で行い得る

　　ものにらいては、・ボティクス、人工知1欝の鰍シス弥9発展を

　　図ることが重要である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．

　　　二方、宇宙という新領域に人間自ら進山することは人類の未知なる

　　句論性を鍛見せしめるものがあり、また有人宇宙活動は宇宙における

　　多様な作業の円滑な実施、未知の事柄への柔軟かっ効率的な対応及び

●　　新たな知見の獲得を可能とするものであり牢宙活動の発展にとって極

　　めて重要なものである。このため、我が薗としても有人宇宙活動に係

　　る技術開発に本格的に点し、推進する。その際我が国は安全佐と信

　　頼性の高’いシステムの開発を主要なテーマとし、世界に率先．して進め

　　るべきである。

　　（iii）宇宙インフラストラクチャー開発及び有人宇宙活動展開

　　　のプログラム

　　　1990年忌前半までは、国際的宇宙ステーション計画における日

　　本あ有人爽験モジュール（JEM）の開発を進めるとともに～SFUの

●醗．醐、FMPTに」鮪人サポート技術の㈱、有人宇宙渤

　　に必要な訓練施設及び宇宙環境利用を促進ずる支援システムの整備を

　　歯り、さらに衛星間通信の先行的研究開発を進める。またH－Hロケッ

　　トの自主開発を進めるとともに既存のロケヅトも含め打上げロケット

　　の改良を進め、信頼性の高、・多様な打上げ手段の整備・拡充を図る・

　　さら1こ宇宙往還機の先行的研究開発を進める。

　　　1990年代後半には、宇宙ステーションの迎：用を開始するととも

　　　　　　　◎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1層「
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　　　’：1ご各柾樋王サー廓賄あ1醗・即滅舞嬢噸吻1ト勲実

　　　　晶晶能とする廻贈ブラットフオ」ムの醗・醐・剛購ソワに
　　　　よる極輔プラ鼻フ二一副謡を轍漂白の捌道プラットフオ

　　　　』ム醐発を行う．蜘・一i・ケ嚇碗魍榊1噸の

　　　・膿行うとともに・軸往還機の辮騨雌二四そテ
　　　　う。さらに三三聴三等を行うデー列継衛星を用いた憎艮通信シス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　テム・霜への瀦鵬蜥1龍するじ＿、　＿♂

　　　　施し開購進める・さらに鰍ブラ婚㍗一ムとこ酬醐糊し

　　　、道柳醜へ輸送・回1灰穿る励樋間門平繍発●騨

　　　　る。

（4）我が国の宇宙産業の展開

轍備鋤とゆ・禰藩論や囎蝋魚田・
宙利用鹸と、宇翻発棚1の渤に脚忌、設購を供纈’ることに

よらてこ紡の三二敬え勲き遜根紐なる宇融細巌業

詑脇。ここでは縮産綱・瞬なる四隅蜘灘1同心

，に述べる。

（i）宇宙産業の特徴と現状

　宇宙産業は高度先端技術産業、大規榛システム塵業・高付加価値産

業とし癬絶鮪し、科学技争母姻を目1旨餓梱循糊に先

導的役割を果たすとともに・質の暗黒学忍者に騨醐を干し・

我が国が国際協調型経済への変革を図ることを目指した経済構造調整

　　　　　　　　　　，●・く，

　　　　　　　　　　　　　　一11一
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　　を進める上でも大きな役割を担うものと期待される。また宇宙産業の

　　自立は国際社会において期待される開発途上国に対する国際協力活動

　　などに大きく寄与するものと考えられる。

　　　二方我が国の宇宙弾琴の現状は、一部地上設備等を除き国の開発計

　　画に依存した研究開発活動が産業活動の実態であって・その売上高匿，

　　最近数年は年間1500億：円ないし2000億円程度であり・また民

　　間企業においては約8千人がこれに従事している・利用面においても・

　　満在的需要は大きいものと期待されるものの投資リスクが高く、公益

●性縮い鋤であることなどから糊翻要は未だ大きなもので1濾

　　い。また塵業としての自主技術の蓄積も乏しく自在な産業活動を広汎

　　に展開できるまでには至っていない。’

（ii）我が国宇宙産業の展望

　1990年半半ばまでは国が進める大型衛星、大型ロケット等の塞

轍争三三び鞘インフラストラクチャーの開発に係る需要が丑回

する。この場合、民間は国の開発計画に積極的に参力IIし、逐次産業技

術としての紅隣り麟濁として自立することを曝すことが必

要である。’

1990年代半ば麟、宇宙ステーションの醐が開始されるとと’

もに各種プラットフォーム、宇宙往還輸送システム等の国による開発

が進められ、さらに需要が増大する。これらの進展により宇宙環境利

用が本格化し、これに係る民間利用による需要も拡大する。また宇宙

の樋棚ゆ分野におい・ごは自主技術の定期、サービスの高度化・

多様化に伴ゲと民間においても大幅な需要増が期待できる・

　これらを総合すると、2000年の宇宙産業の規模は年間1兆円規

　　　　　　　　　　　　㍉
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模になるものと予想され、

宙産業化時代が到来する。

21世紀初頭には我が国において本格的宇

3　21世紀初頭以降における宇宙活動の展開

　　世界的には21世紀以降の宇宙活動の広汎な展開により、宇宙の起

　源と進化、生命の起源、宇宙における生物の存在等、人類はそρ）解明

　を夢見てきた究極の真理に限りなく接近していく。また高度な宇宙輸

送手段、宇宙工場さらには月面基地、火星雪囲といった発展により社

　会のあらゆる活動から個人の活動に至るまでが宇宙と連舞した地球・

　宇宙・一体化社会となり、21世紀以降は人類歴史がいわば地球時代か

　ら宇宙時代ともいうべき新たな世紀に移っていくであろう。

　　我が国としてもこのような世界の宇宙活動の発展方向に対応して2

　1世紀初頭以降、人類歴史の発展への貢献、我が国社会経済の新たな

　展開及び文化の創造を目指し、それまでに培った成果と国際協力のも

とに国際的霜ステーションとゴミュニティを形成する我が鰍自の

　宇宙ステーションを建設・迎用渉る。またこれを拠点と図る大規模な

　宇宙工場を建設・運期するとともに低ゴスト宇宙輸送システムを整備

　運行する。さらに軌道上天文台などの宇宙唱導の大型施設からの宇宙

　の定常的な観測、太陽系天体の直接探査、サンプルリターン等宇宙の

　探査活動を拡大する。

　　これらの諸活動と相まって我が国の宇宙産業も国際的連携のもとに

　飛躍的な発展期を迎えるものと期待される。

一13一



第3章　宇宙開発政策の総合的展開’

，我が国の宇宙開発を展開していくにあたっては、国として進めるべき

活動とともに租々の民間の活動に期待される分野もあるので、国と民間

との役割を踏まえっっ以下の方向に沿って総合的に政策の展開を図？て

いく必要がある，，　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

1．国家プロジェクトとしての推進

　宇宙開発は人類文化の発展、人類の活動領域の拡大、経済社会の発

展、国際協調への貢献など広く国家的意義を有するものであり、我が

国自身の存立剛率を強化するものである。また宇宙開発には長い期間

と多額の投資を要するとともに大きなリスクを伴うため、このような

宇宙開発の多くは民間活動に期待することが困難なものである。した

がって我が国としては諸外国と同様、国が中心となり国家プロジェク

トとして宇宙開発を推進する必要がある。

2．官民の役割分担の野木

　国は、宇宙科学研究の推進をはじめ、国として行うべき観測等の推

進、我が国として保有すべき基盤的技術等の開発・宇宙インフラスト

ラクチャーの開発・整備を行う。また国は国のプロジェクトへの民間

の参加を促すとともに、その開発により得られた技術を民間に移転す

る等民間諸活動の支援を行う。

　民間は、国が行うプロジェクトに積極的に参加し技術力の蓄積を図

るとともに産業技術としての定着化及び利用技術の開発を進め・さら

に新規サ「ビスの提供等により民間需要の開拓に努めるなど宇宙開発
　　　　　　　　　　　・二
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・友がその利川の産業化に努める。

旦．国際協力の推進

　　1享宙開発の進展とともにその規模、対象は拡大し、今や多数の国が

　　宇宙開発に参画し、また宇宙先進国といえども一国ですべてをなすご，

　　とは困難になっている。このため我が国としても国際協力を主導性を

　　高めっっ積極的に進め、国際国家として広く世界の宇宙開発に貢献す，

　　るとともに巨大プロジェクトへの対応及び効率的な開発を図るべきで

●，ある。我が国がかかる国際協力を主轡的かっ実効あるものとして進め

　　るためには、自ら国際的水準の技術力を培っていくことが重要である。

　4　宇宙開発利用促進三三の整備

　　　民間が将来に対する見通しのもとに先行的活動に取り組むことが可

　　能となるよう国は財政的な見通’し等に配慮して計画的に開発を進める

　　とともに、民間の行う技術開発、宇宙利用活動等に対して財政投融資、

　　税制上の優遇惜置、官民共用の大型試験設備の整備、技術の移転、各

　　種挾術情報の提供等②諸施策を拡充する・

　　　国と民間が共同して謡う開発については・技術開発を目指したもの

●であること輔提としっっ・多榔ケースに応じB腕の性格・醐こ

　　応じ綿油翔魍のあ肪輔即する・また粘の醗利梛鋤
　　には未だ大きなリスクを伴うが、このリスクの軽減策等を講じ民間に

　　おける円滑な二三活動の促進を図ることが必要である。

　　　宇宙論利用の進展に応じて機動的な打上げ糊の蘇・賭場の

　　整備等を図り打上げの弾力性を確保する。

　　　宇宙開発の意義や宇宙開発により拓かれる未来について青少年をは

　　　　　　　　　　　　　　・膚躍

　　　　　　　　　　　　　　　　・一15一
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　　　　　く　　　　じめ広く二二腐に対す砿洗かっ三食回報活嚇に鋤る・

　　　∵軸開発の融こは・今御漏脚獣する人材の霰に対しこれ

　　1…二二魁孫御に回するこ酬嬢であり・研鰍会の提琴
　　　による宮民における人材の育成、技争肋の維持、向上㌃熟慮するとと

　　　1もに畑等における人材の三二隠1る。；，　　　1，

　　　　｝字宙開発あ進展に伴い、その推進体制を整備・充実するとともに・

　　　　将来あ宇宙活動の拡大、発展に伴う新たな秩序体系に対応した法制度

　　　　等について検討を行うことが必要である。
●

　　　5．齢の盤　　｝　、1
　　　　霜醗を湿し・我綱雄界昧勅鰍に対する難を果た
　　　”『していくためには、政府を中心として国全体において所琴の開発資金

　　　　の確保に努める必要がある。

　　　　　宇宙開発の所要資金は今後の宇宙開発の進展、国際情勢等により変

　　　　わりうるものの、無重力、高真空等の字宙環境を利用した活動の本格

　　　　化など宇宙活動の世蜘な拡大、燕の胴に即応し、我梱におい

　　　1ても従来の活動の進展に加えさらに新たな：る宇宙開発へのチャレンジ、

　　　　を始めることが要請きれており、これに対応していくためには198

●吻ら2，・隅一欄”鰍脳て・’宇欝研究・
　　　搬舶主技術開発・霜インフヲストラ’クチャ欄野州購に対

　　　　しセ投ずべき資金は15年間でおよそ6兆円と見込まれる。この投資

　　　　は、内需の肱大、質の高～・科学技術者ρ）活動の場の確保等国際社会1こ

　　　　おいて期待される我が国の経済構造調整た貢献し、また人類文化の発　　，

　　　　駆の鰍、我が国の田畠の批1宇龍鋤・らの顛の軽等

　　　，捌1鴎噸される．奮のであり・我が国が国民の理解のもと剛｛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一16一
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、

　　　　国と世界の将来祉会のために投ずべきものであゲζ∵一般会計予算は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぞ　　　　もとより各般の資金を活用するなど財源も含めより幅広い考え方で所

　　　　要資金の確保に努めるべきものである。

　　　　　なお、この2000年に至るまでの期間、米匡1は国家宇宿委員会報

　　　　告において民生用開発について総額約40兆円（約2，500億ドル），

　　　の政府資金の支出を見込み、また欧州は全体として総額約13兆円の

　　　　政府資金を投資すると推定される。このような中で我が国の投資は各

　　　　国政府の総投資の約十分の一に当たり、世界経済の一訓国家としての

　●　　　　我が国の国際的貴務からもこのような努力が期待されるものである。
　　　　　一方、こあ期間の宇宙開発利用において民間が疫じる資金は約3兆

　　　　円程度と見込まれ、その確保も重要である。このため税制惜置、財政

　　　　投融資等の活用により民間投資を促進し資金の確保、効果的活用を図
‘

　　　　る必要がある。

甲

一17一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　　　コ　ロ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　おわりに

1　総談会は、宇宙醗を馴て伽ミ國三白のE体と㌫の発展に大

　　　　きな貢献をすべきこと及びその達成に当九っての目標ど基本方向につい

　　　　て意見をとりまとめた。　　　　　　　　　　　・　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チ　　　ニ　　ロ　　　　　本懇談会としては、宇宙開発を進めるに当たり宇宙開発委貝会をはじ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　け　　　コ　　　　ヌ　　　　　　　　　コレ　　　リ　く
　　　　めとレて政府において本懇談会の報告を踏まえ国民の理解と協力を得て
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ　　ミ　サ　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　し　　　　最大阪に努力されることを望むとともに我が国め宇宙開発ぶ将来におい

●て大き糊回することを期待するものである．

’轟
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長期政策懇談会の設置について

　　　　　　　　　　　　・　　　　　昭和60年11月27日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宇宙開発委員会決定

i．目的

　内外における宇宙の実利用の進展、我が国の宇宙開発、利用の国際

的展開への要請等を踏まえ、長期的観点に立ち我が国宇宙開発に関す

　る基本的事項について適時、的確な審識を行い、宇宙開発委員会の決

　二等に資することを日的として、長期政策懇談会（以下’「懇談会」と

　いう。）を設置する。

●

2，審議事項：

．（1）　長期的観点に立った我が国の宇宙開発の進め方に関する基本的

　　　　事項

　（2）9上記（1）の観点を踏まえての当面の重要事項

　（3）　その他の重要事項：

3，構成，

（1）　懇談会は、委員、参与及び専門委員をもって構成す：る・

　（2）構成貝は別紙のとおりとす：る。

4．その他

　　その他懇談会の運営に必要な事項は、懇開会で定める・

島ξ

（参3）
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長期政策懇談会構成員

座長　井上啓次郎

　　　斎藤成文
　　　久良知章悟

　　　大塚　茂

　　　吉山　博吉

　　　曽山　克巳

　　　石井量：．絢

　　　●大来佐武郎

　　　大澤’弘之

　　　小田　稔

　　　川原正人

　　　小林宏治

　　　小林奥三次

　　　真藤　恒

　　　高原須美子

　　　中川　順

男
弘
治
夫
哉
夫

幸
敬
學
雅
三
文

川
松
屋
号
瀬
辺

早
瀬
守
吉
吉
渡

宇宙開発委員会委貴

宇宙開発委員会委貝

宇宙開発委員会委員

宇宙開発委員会委員

宇宙開発委員会委員

宇宙開発委員会委員

（61．

（61．

（61．

（61．

8まで）

8から座長）

8から）

10まで）

　　　　　　　　　　（6　1．　1　0カ、ら）

麻布大学教養学部教授

内外政策研究会会長

宇宙開発事業団理事長　　　　　　　　　、

文部省宇宙科学研究所長

日本放送協会会長

日本電気（株）会長，

（社）日本新聞協会会長、（株）読売新聞社社長

日本電信電話（株）祉長

評論家

（社）日本民間放送連合会長、

（株）●テレビ束京彗星

名古屋大学理学部教授

束京大学名誉教授・：．．

三菱重工業（株）相談役

束京理科大学学長

日本開発銀行総裁

（社）経済団体連合会情報・通信委員会委員長、

東京海上火災保険（株）会長
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　　≧

、

　　　　　。　　：．．

　　　　　　　　lj　三三グ咽置に帆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

●2，構成貝

　　　　　ワーキンググ三三別紙のと＃りとする・’

　　　含．その他

　　　　　ワーキンググループはその作業成果を、適宜、長期政策懇談会に報

　　　　卸するものと蜷

●

・：，・
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■

長期政策懇談会ワーキンググループ構成員

座長宮内一洋　東京理科大学工学部教授

顧問斎藤成文　宇宙開発委員会委員長代理

　　　　石井　　胸　　麻布大学教授

委員　大原睦郎

　　　　大家　寛

　　　　木田　隆

木下親郎

黒田隆二

近藤恭平

斉藤勝利

三枝邦夫

清水幹夫

土屋　清

中橋信弘

中山勝矢

西田篤弘

西永　煩

（株）東芝小向工場宇宙開発システム技術部長

『東北大学理学部教授

科学技術庁航空宇宙技術研究所

宇宙研究グループ主任研究員

三菱電機（株）鎌倉製作所宇宙機器部長

日本電気（株）理事・支配人

東京大学工学部教授

宇宙開発事業団宇宙実験グループ

宇宙基地推進室主任開発部員

日本開発銀行業務企画部副長

文部省宇宙科学研究所教授

千葉大学工学部教授

郵政省電波研究所宇宙通信部長

通商産業省工業技術院中国工業試験所長

文部省宇宙科学研究所教授

東京大学工学部教授

（参7）
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橋本　毅

掘川　康

桝谷利男

斑目直方

金澤慶雲

松尾1弘毅

松宮弘幸

松本慎二

丸茂昌剛

森本雅樹

山中龍夫

宇宙通信（株）取締役企画本部長

宇宙開発事業団計画管理部

地球観測衛星プログラム室長

三菱重工業（株）航空機・特車事業本部名古屋

航空機製作所技師長

日本放送協会ニューメディア推進本部

経営主幹　（昭和61年11月まで）

日本放送協会ニューメディア推進本部

主幹　（昭和61年i1月から）

文部省宇宙科学研究所教授　　　　　　　’

（株）バイオインターナショナル代表取締役

日本電信電話（株）技術開発部無線部門部長

日本通信衛星（株）取締役企画部長

東京大学東京天文台教授

科学技術庁航空宇宙技術研究所宇宙研究

グループ総合研究官

。
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